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審  議  経  過 

１．開会 

 

２．市長挨拶 

   

  司会： 市では，公開する審議会等の会議録への発言者の氏名記載について，

会議において承認を得られたものについては，記載する方針としてい

ます。 

     会議録公表前に全委員に確認いただき，了承をもらうことを条件と

して，氏名記載を全会一致で承認いただいております。 

       

【議事録公表前に全委員に確認いただき，了承をもらうことを条件に全会

一致で氏名記載を承認】 

 

３．議題 

 

審議事項 

（１）守谷市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（案）について 

 

【事務局から説明】 

 

鈴木会長： 事務局から説明がありました。 

      令和２年度のごみ排出量を令和 13 年度まで維持する計画目標

としているが，他自治体でも同じような例はあるのか。 

事務局： 守谷市は，人口が増加している。常総広域圏内でも特異な状

況である。 

  鈴木会長： 常総環境センターは，現状のごみ排出量を維持しなければ受

け入れができない事態となっているのか。 

樗木委員： 間違いない。現在の第三次施設はリサイクルをコンセプトに 

建設されており，二次施設と比較し焼却施設は縮小している。 

 稼働率99パーセント以上となっており，排出量は維持してい

ただきたい。 

  清野委員： 常総環境センターの稼働率が100パーセントを超える事態にな

ると，具体的にどのような状況が想定されるのか。 

  樗木委員： 端的に言えば処理ができなくなる。稼働率はメンテナンス期

間も考慮し計算している。この期間の短縮も考えられるが，設

備の負担が大きくなる。他施設に委託する考えもでてくるが，

自区内処理の原則がある。 

 



        ペット，プラ容器でリサイクルできない残渣があり，焼却せ

ざるを得ない状況である。分別の基本的なルールを守ってもら

うことで，稼働率をこれ以上としないことが可能であると考え

ている。 

篠委員： 計画の５Ｒの記載は市民には分りづらい感想を持った。５Ｒ

のスペルや意味を説明するべきと思う。 

     これから脱炭素社会が到来する。計画は二酸化炭素排出量に

触れていない印象がある。計画目標として取り入れるべきでは

ないか。 

事務局： ５Ｒのスペルについては，ご意見を反映させていただきた 

い。 

     本計画は，法令により定める事項が規定されている。廃棄物

発生量や処理量の見込み，排出抑制の施策等の一般廃棄物の適

正な処理に関する基本的事項が対象となる。 

  清野委員： 二酸化炭素排出量について篠委員同様の印象を持った。二酸

化炭素削減量の数値化は難しいと思うが，ごみを減量化すれ

ば，カーボンニュートラルの効果は当然あると思う。事務局の

説明のとおり，本計画はごみ処理であり，そこまでは求めない

が，将来的には連携させていくことが望ましいと思う。   

鈴木会長： 二酸化炭素削減は環境問題に大きな影響はあるが，本計画で

は，廃棄物処理の緊急対策を市民に訴えていくことが重要であ

る。この問題に特化した考え方をする必要があるのではない

か。 

  飯田委員： 守谷市だけでなく，他市とも目標を共有し，互いに努力して

いくことが大切であると思う。 

   事務局： 他市との情報共有の体制はできている。常総環境センターと

４市で担当課長会議を随時開催し，共通の課題を検討，意見交

換を行っている。 

  月岡委員： レジ袋が周辺に多く捨てられていたが，有料化に伴いゼロに

近い状況になった。施策をしっかり取り組むと効果があること

を実感している。 

        プラ容器包装の分別が難しく，資源物を不燃ごみとして出し

ている話はよく聞いている。さらに分かり易く市民に周知する

必要性を感じている。 

        高齢者や障がいのある方に配慮したごみ収集及び紙おむつの

リサイクルについて説明があった。進捗状況について伺いた

い。 

   事務局： プラ容器包装については，広報媒体により分かり易く市民に

伝えていきたい。 

        また，廃棄物減量等推進員会議で説明し，分別徹底の推進を



お願していきたい。 

        ごみの排出困難者への対応は，福祉部局と協議中である。 

また，紙おむつのリサイクルは，実証実験を行う事業者から

受け入れ困難の回答があった。今後も情報収集ながら検討して

いく。  

   篠委員： 市民の関心ごとである放射線災害で発生したごみの状況が示

されていないのはなぜか。 

   事務局： 本計画で触れている災害廃棄物対策は，地震・風水害を想定

したものである。放射性廃棄物は別に管理している。 

  渡辺委員： 可燃ごみの50パーセントが生ごみとの説明があった。混入ご

みの対策と同様に生ごみを減らすことが大切である。 

        生ごみ堆肥化に参加する世帯は20パーセント程度である。各

家庭への生ごみ水切りグッズの配布や，コンポスト等に対する

補助金は，生ごみ減量に有効であると思う。 

事務局： 生ごみ堆肥化事業に新規参加した家庭に対して，水切りグッ

ズを配布している。全世帯への配布は難しい。 

     生ごみ処理機購入補助制度は，生ごみ堆肥化事業にシフトす

ることで廃止した経緯がある。 

鈴木会長： 資源物は洗浄し，きれいにして出さなくてはならない。これ

は，市民にとっては大変なことであると思う。このことを踏ま

え，ごみの排出抑制や資源化を市民にお願いしていくことが大

切である。 

       

  鈴木会長： 「守谷市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（案）」について

原案のとおり答申してよいかお諮りする。 

     

委員： 異議なし 

  

―答申書交付― 

 

４．閉会 

 

 


